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いて多平面に再構成し,椎間関節角度を計測した．2010 年 9 月から 2012 年 10
月までに当院で本検査を行った 568 名(男性 343 名,女性 225 名,平均年齢は 63









（２） 横断像の女性では,L4/5 および L5/S1 レベルで 50 歳以下と 71 歳以上
の群で有意差があり,L4/5・L5/S1 で加齢とともに椎間関節は矢状化
していた． 
（３） 矢状断像の男性では,L3/4 の 50 歳以下と 61-70 歳,L4/5 の 50 歳以下
と 61-70 歳で有意差があり L3/4・L4/5 で加齢とともに椎間関節は水
平化していた． 
（４） 矢状断像の女性では,L2/3 の 50 歳以下と 71 歳以上,L3/4 の 50 歳以下
と残りの群,L4/5 の 50 歳以下と 61-70 歳および 71 歳以上,51-60 歳と
71 歳以上で有意差がみられ,L2/3・L3/4・L4/5 で加齢とともに水平化
していた． 
（５） L3/4 および L4/5 では横断像と矢状断像の椎間関節角度は相関がみら
れ, 矢状化と水平化は並行して生じることが示された． 





これまでの椎間関節角度の評価では,CT や MRI の横断像を用いた研究が主で
あったが,本研究で新たに矢状断像を用い解析した結果,椎間関節は加齢ととも
に矢状化するだけでなく水平化していくこと,そしてその変化は変性すべり症
が最も多く発症する女性の L4/5 で最も大きいことが明らかになった．また横断
像および矢状断像での椎間関節角度には相関がみられ椎間関節の矢状化および
水平化は同時に起こっており,より前方にすべりやすい形状に変化しているこ
とがわかった．実際,変性すべり症患者の椎間関節は矢状化だけでなく水平化し
ていた．これらの所見は,高齢者,特に女性で変性すべり症が起こりやすい理由
を明らかにする重要な知見であると考える． 
